
平成２７年度女性まちづくり講座 

「まち・きらきらセミナー」第７弾～子どもも自分も輝く社会～第４回概要 

 

日 時：平成２７年９月２９日（火）１０：００～１２：００ 

場 所：三沢市総合社会福祉センター 

 

内 容 

【幸せオーラ講座】 

講師：青森県男女共同参画センター 館長 小山内 世喜子さん 

「自分も家庭もよりよく変わるための秘訣をデータで探る」 

●グラフから読み取れるもの 

・男性の方が大学への進学率が高い→男は大学に行った方が良い会社に入れるから。 

男女で能力の差はない。女性は能力を活かしにくい。 

●男女共同参画の視点とは？ 

・一方の性に偏っていないか？ 

・一方の性のみ、不利益をこうむっていないか？ 

以上の２点を意識してみる。 

 

●指導的地位は一方の性に偏っていないか？ 

 →各分野における「指導的地位」に女性が占める割合について、２０２０年までに３０％を超えること

を目標にしているが、現在３０％を超えているのは国の審議会等委員、薬剤師の２つだけ。一方の性に偏

っていると言える。 

●貧困率は一方の性が不利益をこうむっていないか？ 

→母子世帯と父子世帯では母子世帯の方が、貧困率が高い。高齢単身でも女性の方が、貧困率が高い。こ

れは男女の賃金の格差が年をとっても続くことの表れである。女性は男性と同じ能力があっても大学へ

いけず、不安定雇用で収入が少ない。一方の性が不利益をこうむっている。 

●男女共同参画統計は社会における女性と男性の格差や社会問題を明らかにする統計である。 

●データを使って夫への説得力を高めましょう！ 

 ・６歳未満の子を持つ妻・夫の家事関連（うち育児）時間（週全体） 

 →男性の家事関連時間の平均は１時間と少ない。海外と比べてもはるかに少ない。 

 ・女性の継続就業・出産と男性の家事・育児参加の関係 

 →夫の家事・育児時間が長いほど第１子出産前後の妻の継続就業割合が高い。第２子出生割合も高い。 

●生活時間の調査（青森と全国を比較） 

・社会的文化的時間は男性の方が多い。 

・睡眠時間は男性の方が多い。 

・家事は女性の方が断然多い。 

→これまで認識されにくかった男女の格差が明らかになる。 

 



●夫との会話はデータを使って客観的に。また、結論を先に言うロジカルシンキングを使ってみましょ

う！ 

●グループワーク「課題を見える化する」 

２つのグループに分かれ、『子育て世代が住みやすい街、三沢市』について考えてみましょう。 

①住みやすい街はどんな街かについて考える。 

②それを実現するための意見や解決策を考える。 

 

＜４つのテーマが挙げられた＞ 

・病院関係（子どもの医療費について、産婦人科、皮膚科などの病院が少ない） 

・情報関係（子育て・防災に関する情報が少ない、あってもわかりにくい） 

・施設関係（屋内の遊び場、児童センターの開放、駐車場が少ない） 

・父親の家事・育児関係（父親向けのイベントが少ない、男性の家事育児の推進） 

 

次回の市長との懇談会で４つのことについて質問することに決定。 

 


